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地
域
の
歴
史

阿
木
川
流
域
で
東
濃
の
中
心
地
に

発
展
し
た
城
下
町
・
岩
村

阿
木
川
流
域
は
、
古
代
の
恵
那
郡
安
岐
郷
に
比
定

さ
れ
、
近
世
に
は
岩
村
藩
が
領
有
し
た
地
域
で
す
。

中
世
に
築
か
れ
た
岩
村
城
は
明
治
ま
で
存
続
し
、

そ
の
城
下
町
は
東
濃
の
文
化
・
経
済
の
中
心
地
と

し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

天正疎水

岩村城址

阿
木
川
流
域
の
概
要

　

中
津
川
市
と
恵

那
市
の
市
境
に

位
置
す
る
焼
山

（
一
七
〇
九
・二
ｍ
）

を
発
し
た
木
戸
ヶ
入

川
が
、
中
津
川
市

阿
木
地
区（
江
戸
時

代
の
阿
木
村
村
域
）に
入
っ
て
阿
木
川
と
呼

称
さ
れ
、
恵
那
市
岩
村
町
を
流
れ
て
き
た

岩
村
川
を
合
流
し
て
恵
那
市
に
至
り
ま
す
。

恵
那
市
東
野
で
飯
沼
川
を
合
わ
せ
、
恵
那

市
大
井
町
で
定
蓮
寺
川・
横
町
川・
永
田
川

な
ど
を
合
わ
せ
て
木
曽
川
に
注
ぎ
ま
す
。

流
路
延
長
約
一
七
㎞
、
流
域
の
各
所
で
灌

漑
用
水
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
木
曽

山
脈
南
端
の
水
晶
山
な

ど
を
水
源
と
す
る
支
流

の
岩
村
川
は
、
流
路
延

長
約
九
㎞
、
岩
村
盆
地

の
田
畑
を
潤
し
て
き
ま

し
た
。

岩
村
城
主
の
変
遷

　

天
皇
中
心
の
中
央
集
権
国
家
の
確
立
を

目
指
し
た
大
化
の

改
新（
六
四
五
〜
）

で
、
そ
れ
ま
で
の

豪
族
支
配
に
基
づ

い
た
国
の
行
政
区

分
に
か
わ
り
、
唐

の
律
令
制
に
な

ら
っ
て
国
郡
制
度

が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
恵
奈（
恵
那
）

郡
も
こ
の
当
時
に

制
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、「
和
名
抄
」に
は

六
郷
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
阿
木
川
流

域
は
安
岐
郷
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
の
恵
那
郡
は
大
部
分
が

遠
山
荘
と
な
り
、
鎌
倉
幕
府
成
立
後
は
、

加
藤
次
景
廉
が
地
頭
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の

子
景
朝
が
遠
山
氏
を
名
乗
り
岩
村
城
を
築

い
て
郡
内
を
統
治
し
ま
し
た
。

　

岩
村
は「
西
の
大
垣
、
東
の
岩
村
」と
言

わ
れ
、
美
濃
に
お
け
る
交
通・
軍
事
の
重
要

な
拠
点
で
、
特
に
戦
国
末
期
に
は
織
田
と

武
田
の
勢
力
が
拮
抗
す
る
要
衝
の
地
と
し

て
幾
度
も
攻
防
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠

山
景
任
に
嫁
い
だ
織
田
信
長
の
叔
母
お
つ

や
の
方
が
、
景
任
の
死
後
、
事
実
上
の
城

主
と
し
て
采
配
を
振
る
っ
た
時
期
が
あ
り
、

岩
村
城
は「
女
城
主
の
城
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

天
正
三
年（
一
五
七
五
）織
田
方
が
岩
村

城
を
攻
略
す
る
と
譜
代
の
臣
・
川
尻
秀
隆

が
、
天
正
一
〇
年
ま
で
当
地
を
治
め
ま
し

た
。
こ
の
間
秀
隆
は
、
度
重
な
る
戦
乱
で

損
壊
し
た
城
下
町
の
再
建
に
努
め
、
岩
村

川
左
岸
に
東
か
ら
西
へ
通
ず
る
道
路（
現
在

の
本
町
通
り
）を
建
設
し
、
道
路
の
両
側
に

生
活
用
水
や
防
火
用
水

と
し
て「
天
正
疎
水
」を

設
置
し
ま
し
た
。
用
水

は
、
岩
村
川
か
ら
取
水

し
て
、
道
路
の
左
右
に

そ
れ
ぞ
れ
二
本
が
通
さ

れ
、
そ
の
間
に
家
屋
が

軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
徳
川
幕
府
が
成
立
す
る
と
、

初
代
岩
村
藩
主
と
し
て
松
平
家
乗
が
入
城
、

現
在
の
恵
那
市
岩
村
町
、
中
津
川
市
阿
木

地
区
な
ど
阿
木
川
流
域
を
中
心
に
二
万
石

を
領
し
ま
し
た
。

岩
村
藩
・
文
政
の
改
革
と
阿
木
騒
動

　

寛
永
一
五
年（
一
六
三
八
）松
平
氏
が

浜
松
に
転
出
し
、
替
わ
っ
て
丹
羽
氏
信
が

入
封
し
ま
し
た
。
五
代
目
藩
主
氏
音
の
と

き
、
藩
財
政
の
立
て
直
し
に
か
ら
ん
で
、

家
中
に
内
紛
が
お
こ
り
、
元
禄
一
五
年

（
一
七
〇
二
）幕
府
に
よ
っ
て
多
く
の
者
が

処
罰
さ
れ
、
氏
音
も
越
後
高
柳
一
万
石
に

減
封
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
に
は
信
濃
小
諸
か
ら
松
平
乗

紀
が
入
り
七
代
続
い
て
明
治
を
迎
え
ま
し

た
。
文
政
九
年（
一
八
二
六
）乗
美
が
五
代

藩
主
に
な
っ
た
際
、
家
老
の
丹
羽
瀬
清
左

衛
門
は
、
逼
迫
す
る
財
政
の
立
て
直
し
に

着
手
し
ま
し
た
。
清
左
衛
門
は
、
養
蚕
を

奨
励
し
織
物
業
や
諸
工
業
を
興
し
て
殖
産

を
進
め
る
一
方
、
領
民
へ
の
厳
し
い
倹
約

の
強
制
、
不
正
の
取
り
締
ま
り
強
化
な
ど
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下田歌子像

浅見与一右衛門像

風神神社

本町通り

知新館

岩村町の田園風景

を
断
行
し
ま
し
た
。
こ
の
改
革
の
中
で
文

政
一
二
年（
一
八
二
九
）阿
木
村
の
代
官
で

あ
っ
た
橋
本
祐
三
郎
が「
御
上
の
金
子
の
著

し
い
間
違
い
」（
公
金
の
不
正
流
用
）の
疑

い
で
岩
村
の
商
人
三
人
と
共
に
逮
捕
さ
れ
、

さ
ら
に
阿
木
村
の
庄
屋
、
組
頭
、
百
姓
代

一
〇
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
取
り
調
べ

で
、
代
官
ぐ
る
み
で
年
貢
未
納
の
隠
蔽
が

行
わ
れ
て
い
た
事
が
発
覚
し
、
逮
捕
者
は

一
挙
に
増
加
、
一
五
二
人
に
上
る
庄
屋・
未

納
百
姓
が
処
分
さ
れ
る
と
い
う
未
曾
有
の

大
事
件
に
発
展
し
ま
し
た
。
事
件
は
、
汚

職・
不
正
行
為
に
対
す
る
厳
罰
化
、
領
民
徒

党
へ
の
弾
圧
を
示
し
た
み
せ
し
め
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
改
革
自
体
は
、
藩
財
政
を

一
時
的
に
改
善
し
ま
す
が
、
天
保
期
の
大

飢
饉
な
ど
で
行
き
詰
ま
り
清
左
衛
門
の
失

脚
で
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　

阿
木
騒
動
で
処
罰
さ
れ
た
農
民
の
中
に

は
、
年
貢
未
納
以
外
に
、
槙
平
開
墾
に
失

敗
し
た
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
槙
平

は
、
阿
木
川
上
流
に
あ
る
山
奥
な
が
ら
比

較
的
な
だ
ら
か
な
平
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
場
所
で
、
こ
こ
を
開
墾
し
約
一
〇
ha
の

田
畑
と
す
る
計
画
を
阿
木
の
領
民
が
申
し

出
、
藩
か
ら
の
貸
し
付
け
を
取
り
付
け
て

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
拓

は
予
定
し
た
よ
う
に
は
進
ま
ず
、
そ
の
責

任
を
と
ら
さ
れ
処
罰
者
が
出
た
よ
う
で
す
。

　

槙
平
開
墾
は
阿
木
村
の
総
意
で
は
な
く
、

標
高
が
高
い
こ
と
を
危
惧
す
る
者
や
、
村

と
槙
平
の
中
間
に
あ
る
風
神
神
社
の
聖
域

を
侵
す
こ
と
を
恐
れ
反
対
す
る
者
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
風
神
神

社
は
、
天
候
や
災
害
を

司
る
風
の
神
と
風
窟
を

祀
る
霊
場
と
し
て
知
ら

れ
、
伊
勢
湾
台
風
の
際
、

こ
の
神
社
を
参
拝
し
た

人
の
家
だ
け
が
被
災
を

免
れ
た
と
い
う
霊
験
話

が
三
河
で
広
ま
り
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

　

岩
村
藩
は
小
藩
で
し
た
が
、
元
禄
一
五

年（
一
七
〇
二
）藩
主
と
な
っ
た
松
平
乗
紀

が
文
教
政
策
に
熱
心
で
、
美
濃
国
で
最
初

の
学
問
所
を
創
設
し
ま
す
。
後
に「
知
新
館
」

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
学
舎
は
、
林
述
斉
、

佐
藤
一
斉
な
ど
高
名
な
儒
学
者
を
輩
出
し

文
教
藩
岩
村
の
名
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
政
策
が
、
明
治
に
な
っ
て
、
女

子
教
育
の
先
覚
者・
下
田
歌
子
や
国
際
的
な

植
物
学
者
・
三

好
学
な
ど
多
く

の
知
識
人
を
輩

出
す
る
土
壌
と

な
り
ま
し
た
。

浅
見
与
一
右
衛
門
と
岩
村
電
気
軌
道

　

中
世
よ
り
東
濃
地
方
の
重
要
な
拠
点
で

あ
り
、
江
戸
時
代
も
城
下
町
と
し
て
商
業
の

中
心
地
で
あ
っ
た
岩
村
で
す
が
、
明
治
に

な
っ
て
、
国
鉄
中
央
線
が
木
曽
川
に
沿
う

ル
ー
ト
を
通
る
と
、
圏
外
と
な
っ
た
岩
村

は
交
通
の
不
便
な
地
域
と
し
て
近
代
商
工

業
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
衰
退
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
た
の
が
、
町
庄
屋

の
浅
見
与
一
右
衛
門
で
、
私
財
を
投
げ
打
っ

て
岩
村
電
気
軌
道
株
式
会
社
を
設
立
、
明
治

三
九
年（
一
九
〇
六
）に
大
井
駅 (

現
恵
那
駅) 

か
ら
岩
村
駅
ま
で
の
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

岐
阜
県
下
で
は
最
初
の
、
全
国
で
も
一
五
番

目
の
電
気
軌
道
の
開
通
で
し
た
。

　

岩
村
電
気
軌

道
株
式
会
社
は
、

岩
村
盆
地
よ
り

下
流
の
岩
村
川

小
沢
渓
谷
に
発

電
所
を
建
設
し
て
電
車
を
走
ら
せ
、
明
治

四
〇
年
か
ら
電
気
事
業
も
開
始
し
、
岩
村・

大
井（
現
恵
那
市
の
中
心
市
街
地
）な
ど
軌

道
周
辺
約
一
四
〇
〇
戸
に
電
灯
を
灯
し
ま

し
た
。
そ
の
後
会
社
は
順
調
に
発
展
を
続

け
、
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）上
矢
作
の
電

力
会
社
と
合
併
し
ま
す
。
鉄
道
事
業
は
、

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）国
鉄
明
知
線
が
開

通
し
た
た
め
輸
送
量
が
激
減
し
翌
年
に
廃

線
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
軌
道
の
あ
っ

た
場
所
の
多
く
は
道
路
に
な
っ
て
お
り
、

阿
木
川
ダ
ム
湖
に
沈
ん
だ
小
沢
渓
谷
の
発

電
所
は
、
ダ
ム
の
渇
水
時
に
そ
の
姿
を
見

せ
る
そ
う
で
す
。

歴
史
遺
産
が
注
目
さ
れ
る
岩
村
町

　

平
成
一
〇
年（
一
九
九
八
）重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
国
の
認
定
を

受
け
た
城
下
町
の
本
町
通
り
は
、
江
戸
時

代
か
ら
の
商
家
が
軒
を
並
べ
、
両
脇
に
は

そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず
つ
の
天
正
疎
水
が
今
も

流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
通
り
に
面
し
た
水
路
は

ほ
と
ん
ど
蓋
が
か
ぶ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
外
側
の

商
家
の
中
庭
を
通
る
水
路

は
昔
の
ま
ま
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岩
村
城
は
、
松
山
城（
岡

山
県
）、
高
取
城（
奈
良
県
）

と
と
も
に
日
本
三
大
山
城
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
平
成
一
八
年
に
日
本
百
名
城
と
し

て
日
本
城
郭
協
会
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
麓
か
ら
本
丸
に
い
た
る
約
八
〇
〇
ｍ

の
急
坂
は
、
堅
牢
な
石
垣
に
囲
ま
れ
、
往

事
の
合
戦
の
様
子
が
思
い
描
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
村
川
と
そ
の
支
川
富
田
川
な

ど
の
恵
み
を
う
け
、
永
い
時
間
を
か
け
て

形
づ
く
ら
れ
て
き
た
岩
村
盆
地
の
田
園
は
、

平
成
元
年
に「
農
村
景
観
日
本
一
」に
選
ば

れ
、平
成
一
〇
年
に
は
、「
美

し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ

ン
テ
ス
ト
農
林
水
産
大
臣

賞
」の
栄
誉
に
輝
い
て
い
ま

す
。

　

近
年
の
岩
村
町
は
、
こ

う
し
た
豊
か
な
歴
史
遺
産

を
資
源
と
し
た
観
光
開
発

が
進
み
多
く
の
来
訪
者
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
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岩
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〇
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阿
木
川
満

水
、
一
七
日
払
暁
大
井
橋
が
墜
ち
た
」（
中

山
道
が
渡
る
大
井
橋
は
、
幾
度
も
洪
水
で

流
失
し
て
い
ま
す
。）、
安
政
二
年「・・・
阿

木
川
沿
い
阿
木
村
・
正
家
村
・
大
井
村
耕

地
二
〇
町
歩
を
害
し
、
流
れ
家
十
戸
を
出

し
・
・
・
」、
文
久
二
年「
阿
木
川
大
水
、
沿

岸
民
家
数
戸
流
亡
し
た
」
な
ど
の
記
述
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
以
降
も
洪
水
被
害
は
繰
り
返

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
阿
木
橋（
中
津
川

市
阿
木
）
の
袂
に
は
、
昭
和
三
二
年

（
一
九
五
七
）・
三
六
年
に
お
こ
っ
た
大
洪

水
の
災
害
復
旧
竣
工
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
三
二
年
六
月
二
七
日
の

集
中
豪
雨
で
阿
木
川
沿
岸
一
帯
は
大
洪
水

と
な
り
死
者
七

名
流
失
家
屋
五

戸
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
復
興

途
上
の
昭
和
三
六
年
六
月
二
八
日
に
も
豪

雨
に
よ
る
氾
濫
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
記

念
碑
が
あ
る
阿
木
橋
は
、
岩
村
街
道
が
阿

木
川
を
渡
る
橋
で
、
橋
の
半
分
は
橋
桁
も

欄
干
も
あ
る
幅
の
広
い
橋
で
す
が
、
途
中

か
ら
自
転
車
が
通
れ
る
程
度
の
細
い
橋
に

な
る
珍
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

洪
水
時
に
片
側
の
岸
が
大
き
く
削
ら
れ
た

の
で
細
い
鉄
橋
を
継
ぎ
足
し
た
た
め
で
す
。

新
し
い
橋
が
出
来
た
後
も
歩
行
者
用
の
橋

と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
八
年（
一
九
八
三
）
に
東
海
地
方

を
襲
っ
た
九・二
八
災
害
で
は
、
阿
木
川
沿

岸
で
も
家
屋
や
道
路
、
橋
梁
の
倒
壊
、
土

砂
崩
れ
、
田
畑
の
浸
水
や
埋
没
な
ど
、
一

夜
に
し
て
風
景
が
一
変
す
る
ほ
ど
の
被
害

が
出
ま
し
た
。
北
側
の
農
免
橋
の
か
た
わ

ら
に
被
害
の
概
要
を
記
し
た
災
害
復
旧
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
木
川
の
下
流
部
は
恵
那
市
の
中
心
市

街
地
を
通
っ
て
い
る
の
で
、
洪
水
氾
濫
は

一
層
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、

市
街
地
で
は
河
道
拡
幅
な
ど
の
改
修
が
困

難
な
た
め
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
間
部
か
ら
比
較
的
短
い
距
離

を
下
り
木
曽
川
に
流
れ
こ
む
阿
木
川
流
域

で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
も
高
く
、
以

前
か
ら
砂
防
工
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
改
修
に
先
立
っ
て
木
曽
三
川
流
域
の

各
地
で
行
わ
れ

た
砂
防
工
事
の

一
環
と
し
て
、

明
治
一
四
年

（
一
八
八
一
）
か

ら
明
治
一
九
年

に
か
け
て
恵
那

郡
長
嶋
町
中
野
・

正
家
・
永
田（
現

恵
那
市
長
島
町
）

で
国
営
砂
防
工

事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
デ
・
レ
ー

ケ
が
砂
防
費
増
額
を
求
め
た
意
見
書
の
中

に「
大
井
御
嶽
近
傍
の
村
々
凡
そ
六
ヵ
村
に

在
て
は
、
既
に
小
堰
堤
の
築
造
、
樹
木
の

植
栽
を
企
計
せ
り・・・」
と
あ
り
ま
す
。『
岐

阜
県
治
水
史
』
で
は
、
大
井
は
現
在
の
恵

那
市
東
野
辺
り
を
指
す
と
し
て
お
り
、
明

治
初
期
に
は
阿
木
川
流
域
で
民
間
に
よ
る

砂
防
工
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

阿
木
川
ダ
ム
の
建
設

　

一
方
利
水
の
面
で
は
、
牧
尾
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
愛
知
用
水
が
、
増
大
す
る
需
要

に
応
え
る
た
め
の
新
た
な
水
源
を
必
要
と

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
治
水・
利
水
面
の
要
望
を
背
景

に
、
昭
和
四
四
年（
一
九
六
九
）
に
多
目
的

ダ
ム
と
し
て
阿
木
川
ダ
ム
の
建
設
が
計
画

さ
れ
、
平
成
二
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

総
貯
水
量
四　,
八
〇
〇
万
ｍ3
の
内
、
三
分

の
一
に
あ
た
る
一　,
六
〇
〇
万
ｍ3
を
阿
木
川

下
流
と
木
曽
川
中
流
部・
下
流
部
の
洪
水
調

節
の
た
め
に
平
常
時
は
空
け
て
い
ま
す
。

　

水
源
と
し
て
の
阿
木
ダ
ム
は
、
愛
知
用

水
に
最
大
三・二
ｍ3
／
ｓ
、
東
濃
用
水
に
最
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

阿木川湖の表層曝気設備

阿木川湖

　

岐
阜
県
は
平
成
九
年
、
洪
水
調
整
・
農

地
防
災
、
河
川
維
持
用
水
、
岩
村
町
の
上

水
道
用
水
の
供
給
を
目
的
に
、
岩
村
川
に

注
ぐ
富
田
川
の
上
流
部
に
岩
村
ダ
ム
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
岐
阜
県
営
と

し
て
は
初
め
て
の
多
目
的
ダ
ム
で
、
堤
高

三
五
・八
m
、
堤
長
一
四
四
・〇
m
の
直
線

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。
三
森

山
湖
と
名
付
け
ら
れ
た
ダ
ム
湖
は
湛
水
面

積
四
ha
、
総
貯
水
量
一
八
〇　,
〇
〇
〇
m3
と

い
う
小
規
模
な
ダ
ム
で
す
が
、
日
本
一
の

農
村
風
景
と
讃
え
ら
れ
る
富
田
地
区
を
洪

水
か
ら
守
り
、
岩
村
町
の
安
定
し
た
水
が

め
と
し
て
、
地
域
の
発
展
を
陰
で
支
え
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
村
町
の
新
た
な
水
が
め
・
岩
村
ダ
ム

岩村ダム

東濃用水位置図　　

大
〇・八
ｍ3
／
ｓ
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
特
定
利
水
と
し
て
木
曽
川
の
流
量

を
維
持
す
る
河
川
維
持
放
流
を
お
こ
な
い
、

河
川
の
生
態
系
の
維
持
や
流
域
農
地
の
用

水
確
保
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
湖
は
阿
木
川
湖
と
呼
ば
れ
ダ
ム
右
岸

に
資
料
館・
公
園・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
恵
那
市
民
の
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年
に
ダ
ム

湖
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

東
濃
用
水

　

阿
木
川
ダ
ム
の
水
を
利
用
す
る
東
濃
用

水
は
、
広
域
県
営
上
水
道
用
水
供
給
事
業

と
し
て
東
濃
地
方
五
市
に
生
活
用
水・
工
業

用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

土
岐
川（
庄
内
川
の
岐
阜
県
内
で
の
呼

称
）
沿
い
に
開
け
た
土
岐・
多
治
見・
瑞
浪

の
三
市
は
、
従
来
個
別
に
土
岐
川
か
ら
生

活
用
水
・
工
業
用
水
を
取
水
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇

年
代
後
半
か
ら
土
岐
川
の
水
質
が

急
激
に
悪
化
し
、
多
治
見
市
で
は

浄
水
コ
ス
ト
が
全
国
で
最
も
高
く
、

し
か
も
浄
水
施
設
の
機
能
を
越
え

る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
名
古
屋
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
宅
地
開
発
が
進

み
精
密
機
械
工
業
な
ど
の
進
出
も

著
し
く
、
増
大
す
る
水
需
要
へ
の

対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
木
曽
川
の
段
丘
上
に
位

置
す
る
恵
那
市・
中
津
川
市
は
、
木

曽
川
に
流
入
す
る
支
川
を
水
源
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
地
方
で
も
人
口
の
増
加・

工
業
進
出
に
よ
る
都
市
化
に
伴
い
水
需
要

が
増
大
し
新
た
な
水
源
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

東
濃
地
域
の
慢
性
的
な
水
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
昭
和
四
六
年（
一
九
七
一
）
岐

阜
県
は
木
曽
川
か
ら
取
水
す
る「
東
濃
用
水

事
業
」
に
着
手
、
ま
ず
暫
定
的
な
処
置
と

し
て
、
多
治
見・
土
岐・
瑞
浪
三
市
が
個
別

に
取
水
し
て
い
た
取
水
口
を
廃
止
し
て
、

水
質
汚
濁
の
著
し
い
土
岐
川
支
川
小
里
川

の
合
流
地
点
よ
り
上
流
の
瑞
浪
市
市
原
地

先
に
新
し
い
取
水
口
を
設
け
て
昭
和
四
八

年
取
水・
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
木
曽
川
本
川
か
ら
取
水
す

る
た
め
に
発
電
用
の
落
合
ダ
ム（
中
津
川

市
）
に
取
水
口
を
建
設
、
浄
水・
送
水
施
設

も
整
備
し
て
、
昭
和
五
一
年（
一
九
七
六
）

よ
り
五
市
一
町
の
全
計
画
区
域
に
供
給
を

開
始
し
ま
し
た
。
木
曽
川
か
ら
取
水
す
る

た
め
の
水
源
手
当
と
し
て
、
愛
知
用
水
か

ら
牧
尾
ダ
ム
の
水
源
の
一
部
譲
渡
を
受
け
、

そ
の
後
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
阿
木
川
ダ

ム
を
水
源
に
加
え
て
い
ま
す
。

ア
オ
コ
の
発
生
を
防
ぐ　

空
芯
菜
の
実
験
栽
培

　

阿
木
川
ダ
ム
は
、
建
設
当
初
よ
り
水
質

保
全
対
策
と
し
て
表
層
曝
気
設
備
、
深
層

曝
気
設
備
の
ほ
か
、
流
入
河
川
に
貯
留
ダ

ム
を
設
け
る
な
ど
先
進
的
な
設
備
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
流
か
ら
流
入

す
る
生
活
排
水
や
工
業
排
水
の
影
響
で
、

平
成
一
四
・一
五
年

に
ア
オ
コ
が
大
量

発
生
し
ま
し
た
。

　

ア
オ
コ
は
、
富

栄
養
化
が
進
ん
だ

湖
沼
な
ど
で
浮
遊

性
藍
藻
が
大
発
生

し
た
状
態
で
、
漁

業
や
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、

湖
沼
の
生
態
系
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
湖
な
ど
の
水
源
で
発

生
す
る
と
水
道
水
の
異
臭・
異
味
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

阿
木
川
ダ
ム
で
は
、
富
栄
養
化
を
抑
制

す
る
た
め
に
、
平
成
一
六
年
か
ら
恵
那
農

業
高
校・恵
那
市
な
ど
と
共
同
事
業
で
、「
空

心
菜
」
の
湖
上
栽
培
を
実
験
的
に
始
め
ま

し
た
。
空
心
菜
は
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
野
菜
で
、
水

中
に
根
を
張
り
窒
素
や
リ
ン
を
吸
収
し
て
、

ア
オ
コ
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。
阿
木
川
湖

で
は
、
栽
培
を
始
め
て
か
ら
、
ア
オ
コ
の

大
量
発
生
は
見
ら
れ
ず
、
栽
培
の
効
果
が

で
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
空
芯
菜
は
、
東
野
地
区
の

農
産
物
直
売
所
で
試
験
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
参
考
文
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岐
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岐
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『
木
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三
川
流
域
史
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成
四
年　

建
設
省
中
部
建
設
局



５

歴
史
記
録

三
ヵ
年
で
完
成
し
た
高
潮
堤
防
と　

   

地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
機
能
の
低
下

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的

な
復
旧
工
事
と
と
も
に
、
河
川
堤
防
に
も
高
潮

区
間
が
設
定
さ
れ
、
高
潮
堤
防
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て

堤
防
機
能
が
低
下
し
た
た
め
新
た
な
補
強
工
事

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

海岸の位置

河川高潮堤防区間平面図

河川高潮堤防区間縦断図

完成した城南海岸堤防（昭和 37年）

全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　

仮
締
切
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な
復
旧

工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
ま

し
た
が
、
復
旧
す
べ
き
海
岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で
約
二
二
二

㎞
、
三
重
県
で
約
二
一
二

㎞
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工
事
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
周
辺
の
愛

知
県
側
の
南
陽
海
岸
・
海

部
海
岸
・
鍋
田
海
岸
、
三

重
県
側
の
木
曽
岬
海
岸
・

長
島
海
岸・
城
南
海
岸・
川

越
海
岸
は
国
の
直
轄
工
事

と
し
て
実
施
、
そ
の
延
長

は
約
一
四
㎞
、
完
成
は
昭

和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
個

所
の
堤
防
高
を
伊
勢
湾
台

風
時
の
潮
位
、
標
高
三・五

ｍ
ま
で
に
復
旧
す
る
こ
と

か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
的
な
工

事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年

の
台
風
期
ま
で

に
は
、
全
区
間

で
被
災
前
の
堤

防
高
さ
ま
で
に

復
旧
さ
せ
る
。

②　

昭
和
三
六
年

の
台
風
期
ま
で

に
は
、
全
区
間

に
わ
た
っ
て
、

表
護
岸
工
を
波

返
し
高
さ
ま
で

完
成
さ
せ
る
。

③　

昭
和
三
七
年

七
月
ま
で
に
復

旧
計
画
堤
防
を

完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ
は
、

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」に
よ
る
海
岸

堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七・五
〇

ｍ
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇・五
ｍ

づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は
五・四

㎞
付
近
、
揖
斐・
長
良
川
で
は
JR
関
西
線
橋

梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る
堤
防
の
高

さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。



６

歴
史
記
録

仮設ポンプによる排水作業

牧田川根古地の復旧状況

河川高潮堤防断面図

て
穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、

住
む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、

一
日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が

現
れ
た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
切
が
終
わ
っ
て
も
水
位
の

変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た
め
、

海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可
能

で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計

八
〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台

八
二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い

る
た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が

低
下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理

が
必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
各
締
切
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
仮
締

切
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水
ポ
ン
プ
を

配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、
既
設
の

ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
集
め

ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二
、

〇
〇
〇
馬
力

に
及
び
ま
し

た
。

　

一
〇
月
五

日
、
最
初
に

桑
名
市
北
部

で
排
水
ポ
ン

プ
が
稼
働
を

始
め
、
一
一

月
九
日
に
木

曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後
の
締

切
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町
南
部
の
排

水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町
南
部
に
集

結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九
台
六
七
五

馬
力
、
既
設
の
排
水
ポ
ン
プ
三
台
二
八
〇

馬
力
と
と
も
に
排
水
を
開
始
し
、
一
二
月

三
日
に
は
一
応
排
水
を
完
了
し
、
底
水
排

水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て
打
ち
切
り
ま

し
た
。

内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
発

生
し
た
破
堤
な
ど
の

被
害
は
、
概
ね
五
ヶ

年
で
復
旧
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
一
つ
の

板
取
村（
現
関
市
板

取
）の
長
良
川
支
川

板
取
川
で
は
、
五
㎞

に
わ
た
っ
て
氾
濫
し

人
家
二
八
五
戸
、
田

畑
一
九
〇
ha
に
被
害

を
与
え
ま
し
た
。
昭

和
三
四
年
度
は
応
急
復
旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
五
年
度
よ
り
本
格

的
な
築
堤
護
岸
の
改
良
復
旧
が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
九
年
度
を
も
っ
て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、
浸
水
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
度
川
の
氾
濫
に

よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多
度
町
七
郷

輪
中（
二
六
〇
ha
）で
は
、
一
〇
月
一
日
の

締
切
完
成
に
先
立
っ
て
、
九
月
二
八
日
か

ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
一
七
日
に
排

水
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入
し
、

一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り
を
完

了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も
に
、

破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注
ぎ
、
昭

和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工
事
を
完

了
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線
が

復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微
な
家

屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月
二
四
日

か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島
町
北
部
で

も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地
の
土
が
顔
を

見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日
に

は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電
機
能

が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、
水
没
し

て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全
県
下
の
電

力
が
復
旧
し
、
根
古
地
で
も
一
〇
月
二
一

日
に
通
電
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
電
話
も

一
〇
月
一
六
日
に
は
全
回
線
が
開
通
し
ま

し
た
。

　

蟹
江・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し
て

い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド
ラ

ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う「
ド
ラ
ム
缶

工
法
」に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、
一
一
月

四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ
れ
、
復
旧

資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ
た
一
二
月
初

三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一・六
㎞
。
こ

の
区
間
で
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新
し
い
基

準
に
よ
る
高
潮
堤
防
構
造
に
よ
り
復
旧
す

る
と
と
も
に
、
被
災
し
て
い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤
防
構
造
へ
改
良
す
る
工
事

も
、
海
岸
堤
の
復
旧
と
同
様
に
三
ヶ
年
で

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年

の
台
風
期
ま

で
に
破
堤
個

所
の
堤
防
を

被
災
前
の
状

態
ま
で
に
復

旧
さ
せ
る
。

②　

昭
和
三
六
年

の
台
風
期
ま

で
に
全
区
間

に
わ
た
っ
て
、

川
側
の
の
り

張（
護
岸
）を

計
画
の
高
さ

ま
で
完
成
さ
せ
る
。

③　

昭
和
三
七
年
の
台
風
期
ま
で
に
計
画

堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
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完成した伊曽島付近の河川高潮堤防（昭和 37年）

長島海岸堤防の現況

伊勢湾台風直後の鍋田川河口の状況

復旧後の鍋田川の中央部付近（左側木曽岬村、右側弥富町）

旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業
が
開
始
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
十
五
日
に
は

国
鉄（
JR
）が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田

川
は
木
曽
川
の
派

川
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
流
路
延
長

七
、六
七
〇
ｍ
の

う
ち
右
岸
側
は
約

五
、九
〇
〇
ｍ
に
わ

た
っ
て
被
災
し
、

こ
の
た
め
全
流
路

に
わ
た
っ
て
の
復

旧
が
必
要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
種
々
検
討
の
結
果
、

従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木
曽
川
の

計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で
負
担
す

る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る

木
曽
岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の

堤
防
で
も
っ
て
締
切
、
新
た
に
船
舶

の
航
行
が
可
能
な
水
門
を
設
置
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽

川
左
岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
切
り
、

用
水
の
取
り
入
れ
の
た
め
の
水
門
を

設
置
し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三

重
県
境
に
新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水

の
機
能
を
維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂

に
よ
っ
て
埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和

三
七
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三

川
河
口
部
の
南
陽
海
岸・
海
部
海
岸・
鍋
田

海
岸・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防

の
復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村（
現
木
曽
岬

町
）の
海
岸
部
で
全
区
間
一
、〇
九
〇
ｍ
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域

で
す
。
工
事
は
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り

木
曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の

盛
土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二・一
七
ｍ
ま

で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎
部
の

一
部
を
施
工
し
、三
五
年
度
は
、堤
体
盛
土・

表
法
張
工
・
波
返
工
・
裏
法
張
工
・
天
端
工

な
ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四
月

三
〇
日
に
完
成
し

ま
し
た
。
直
轄
海
岸

と
し
て
最
初
の
伊

勢
湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と
な

り
ま
し
た
。次
い
で
、

鍋
田
海
岸・
城
南
海

岸
と
次
々
に
完
成

し
海
部
海
岸
の
完

成
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
七
年
五
月
一
〇
日
、

木
曽
三
川
河
口
部
の
直
轄
工
事
に
よ
る
全

海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
伊
勢

湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る
高

潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も
大

き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬（
木
曽
岬

町
）、
木
曽
川
右
岸
松
蔭（
桑
名
市
長
島
町
）、

揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽
島（
桑
名
市

長
島
町
）の
四
ヶ
所
を
皮
切
り
に
、
一
二
月

二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右
岸
地
蔵・
上
ノ
輪

（
桑
名
市
）な
ど
の
各
地
点
に
拡
大
し
、
翌

年
一
月
三
〇
日
ま
で
に
全
地
区
の
着
工
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
切
地

と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
の
白
鶏

地
先
で
は
、
仮
締
切
に
引
き
続
き
本
締
切

が
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅

地
先
で
は
一
二
月
九
日
、
全
工
事
を
通
じ

て
最
初
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打

ち
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締
切

で
活
躍
し
た
し
ゅ
ん
せ
つ
船
に
よ
り
川
底

の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
こ

の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の
た
め
移
転

す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ（
標
高
四・五
五
ｍ
）ま
で
復
旧

す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た
な
堤

防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得・
家
屋
移
転
の

た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段（
標
高
二・

五
五
ｍ
）ま
で
は
完
成
さ
せ
、
そ
れ
よ
り
上

部
は
、
一
部
に
つ
い
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り
し
た
構
造
と
し
て

計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
約
七
〇
％

近
く
に
達
し
、
三
六
年
度
は
、
残
工
事
進

捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水
門・
伊
曽
島
水
門

を
完
成
さ
せ
、
部
分
的
な
小
工
事
や
国
道

一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流
JR
鉄
道
橋
ま
で

の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を
除
い
て
概
ね

完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工
事
と

堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、
昭
和

三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て
最

初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

次
い
で
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右
岸

堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐
川

右
岸
堤
防
、

三
月
三
〇

日
の
木
曽

川
左
岸
堤

防
の
完
成

に
よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。
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「地盤沈下を防ごう」桑名市長島町内

前小段による高潮堤補強計画

昭和 36年以降平成 20年度までの累積沈下量等量線図（単位：cm）

河口部の地盤沈下状況

高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木
曽

三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を
認
識

さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入
し
た
海

水
に
よ
っ
て
一
八
〇
ｋ㎡
も
の
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
存
在
と
、
長
期
湛
水
に

よ
っ
て
地
盤
沈
下
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震（
天

正
一
三
年
一
五
八
五
）、
宝
永
地
震（
宝
永

七
年
一
七
一
〇
）や
濃
尾
地
震（
明
治
二
四

年
一
八
九
一
）、
東
南
海
地
震（
昭
和
一
九

年
一
九
四
四
）な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は
ほ

と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で
は
、
戦
後

の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に
伴
う
広
域
的

な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
二
八
年
九
月
の
一
三
号
台
風
に

よ
る
長
期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問

題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広
域

の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か
ら
四
一

年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関
係
機
関
に

よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、

地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々
に
明
ら
か
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、
堤

防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も
に
沈

む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る
こ
と
は

な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海
水
の
湛
水

に
よ
っ
て
初
め
て
認
識
で
き
る
現
象
で
す
。

　

地
盤
沈
下
が
最
も
激
し
か
っ
た
木
曽
三

川
河
口
部
の
長
島
で
は
、
昭
和
三
六
年
か

ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を
見
せ
始

め
た
昭
和
五
五
年

ま
で
に
一
・五
七

ｍ
も
沈
下
し
ま
し

た
。
昭
和
四
七
年

に
は
一
年
間
の
沈

下
量
が
〇
・一
八

ｍ
に
も
及
ん
で
い

ま
し
た
。高

潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
完
成
し

た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん
で
い
ま

し
た
。
昭
和
四
二
年
一
〇
月
に
は
、
長
良

川
左
岸
堤
防
で
〇・八
八
ｍ
。
揖
斐
川
右
岸

堤
防
で
〇・六
九
ｍ
も

沈
下
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下

は
、
さ
ら
に
進
行
し

て
二
〇
年
後
の
高
潮

堤
防
の
総
沈
下
量
は

二
ｍ
に
達
す
る
も
の

と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
潮
堤

防
の
機
能
を
回
復
維

持
す
る
た
め
の
補
強

計
画
が
検
討
さ
れ
、

昭
和
四
四
年
度
よ
り

「
前
小
段
造
成
」に
よ

る
補
強
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五
ｍ

の
小
段
を
造
成
し
、
こ
の
小
段
に
よ
る
消

波
効
果
に
よ
っ
て
高
潮
の
越
波
を
防
止
し
、

さ
ら
に
地
盤
沈
下
が
進
行
し
た
場
合
は
、

第
二
期
工
事
と
し
て
、
こ
の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を
か
さ
上
げ
し
て
計
画
堤
防

高
を
確
保
す
る
計
画
で
し
た
。

さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地

表
水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が

推
進
さ
れ
る
な
か
で
地
盤
沈
下
は
一
層
深

刻
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
最
大
沈
下
量

は
約
〇・二
ｍ
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変

形
や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象

が
目
に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一・八
㎞
の

う
ち
五・二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る
傾

向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度
合

い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る
補
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城南海岸堤防の現況

高潮堤防補強計画

パラペット嵩上の完成部分（昭和 54年）

前小段補強の完成状況

高潮堤防補強工の完成区間

パラペットによる緊急嵩上

強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈
下

に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て「
波
返
し
工

（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）」に
よ
り
堤
防
の
嵩
上
げ
を

実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る
安
全
度

を
回
復
さ
せ
る「
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事

業
」が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔

望
平
均
満
潮
位（
標
高
一・二
ｍ
）に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度
の
台
風
に
よ
り
発
生
す
る

最
大
の
気
象
潮（
偏
差
）を
解
析
に
よ
っ
て

求
め
た
値（
二
・六
ｍ
）を
加
え
た
標
高
四
・

〇
〇
ｍ
に
、
波
の
打
ち
上
げ
高（
三
・〇
〇

ｍ
）を
加
え
て
標
高
七
・〇
〇
ｍ
と
さ
れ
ま

し
た
。
従
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧

事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
高
潮
堤
防
よ
り

〇・五
ｍ
低
い
高
さ
ま
で
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ

り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ
れ
、

堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
個
所
を
重

点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五
四
年

度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五
〇
％
、
十

年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約
七
三
％
が

進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円
と
一
四
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六
三
年
度
に

計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成
し
ま
し
た
。

長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度
に
模
型
実
験
な
ど
に
よ
り
補

強
の
方
法
が
決
定
さ
れ
、
長
島
海
岸（
一
、

三
六
八
ｍ
）に
つ
い
て
は
、
同
年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始
し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸

（
一
、六
三
〇
ｍ
）に

つ
い
て
も
昭
和
五
二

年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢

湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
高
潮
堤
防
の

補
強
工
事
も
木
曽
川

左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）で
僅
か

な
が
ら
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和

六
三
年
度
の
パ
ラ

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高
潮

堤
防
緊
急
嵩
上
事
業

の
完
成
に
よ
っ
て

全
区
間
で
の
補
強
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
六
年
度
、
木

曽
川
で
は
河
口
部
か
ら
国
道
二
三
号（
名
四

国
道
）橋
梁
ま
で
の
消
波
工（
下
部
工
）が
完

成
。
翌
七
年
度
よ
り
波
返
工（
上
部
工
）の

施
工
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
河
川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台

風
災
害
復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤

防
の
機
能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の

七
〇
％
、
揖
斐・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇
年
三
月
一
四
日
に
は
、
揖
斐

川
右
岸
の
吉
の
丸・
赤
須
賀
地
区
の
着
手
に

先
立
っ
て
、
住
吉
神
社
の「
仮
殿
遷
座
祭
」

が
斎
行
さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑

名
宗
社（
春
日
神
社
）に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
で
は

下
部
工
が
完
成
し
、揖
斐・

長
良
川
で
も
構
造
物
周

辺
を
除
き
下
部
工
が
完

成
し
伊
勢
湾
台
風
程
度

の
高
潮
が
襲
来
し
て
も

防
御
で
き
る
よ
う
に
高

潮
堤
防
の
機
能
が
回
復

し
ま
し
た
。

完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
木
曽
川
で
は
構
造

物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、
揖

斐・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な
る
と

橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が

完
成
し
、
高
潮
堤
防

補
強
工
事
の
完
成

が
近
い
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、

大
島
水
門
が
平
成

一
一
年
度
に
完
成

し
た
の
を
は
じ
め

と
し
て
、
平
成
一
四

年
度
に
は
住
吉
水

門
・
川
口
水
門
。
平

成
一
八
年
度
に
は

三
の
丸
水
門
。
平

成
一
九
年
度
に
は
伊
曽
島

水
門
、
近
江
島
樋
管
な
ど

が
次
々
と
完
成
し
、
平
成

二
〇
年
度
に
は
三
重
県
管

理
の
城
南
海
岸
堤
防
と
の

取
付
部
が
完
成
し
、
高
潮

区
間
全
体
の
完
成
が
目
前

と
な
り
ま
し
た
。

■
参
考
・
引
用
文
献

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一

日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34.

35.

36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇

年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国

防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月

二
十
五
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
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施
設
解
説

※河川に関する用語をわかりやすく

　解説します。

木曽川水系流域委員会　用語集より

　

木曽三川国営公園の
治水タワー展望台から
揖斐川の上流方向を眺
めると、一際大きな建
物が目に飛込んできま
す。国土交通省所管の
高須排水機場です。洪水時に高須輪中の大江川に滞留し
た水を揖斐川へ排水するための排水機場です。このよう
な排水機場は、木曽三川の堤防道路を走ると随所に見る
ことが出来ます。
外観からは、その排水機場の目的を知ることが出来ま
せんが、支川の洪水や地域の内水氾濫を防止する内水排
水機場や、農地の湛水防除を目的とする農業用排水機場、
都市下水を排水する目的の排水機場など様々な排水機
場が地域の状況にあわせて、湛水による被害を軽減する
ために建設されてきました。
全国一の海抜ゼロメートル地帯を抱える木曽三川で
は「輪中」によって低平地を克服し発展してきたため、洪
水の氾濫と輪中内の湛水排除が最大の課題でした。
明治２０年（１８８７）に着工された木曽三川下流改
修工事（明治改修）によっ
て、洪水氾濫の防止の目途
がつくと、輪中内の湛水排
除を行って安定した作物の
収穫を望む声が高まりまし
たが、海面また木曽三川の
水面より低い地帯では自然
排水は不可能で、機械力（ポンプ）により強制排水を行う
以外に方法がありませんでした。

我が国二番目の排水機場が養老町に誕生

明治２７年(１８９４)、多芸輪中の養老郡池辺村高柳
（現養老町）に木曽三川で初めての排水機場が建設されま
した。これは、新潟県に明治２５年（１８９２）に作られ
た排水機場に次いで我が国で二番目の排水機場でした。
続いて、明治２８年には森部輪中（安八町森部）にも建
設されるなど、明治改修による洪水氾濫防止を期待して、
各輪中で排水機場の建設が相次ぎました。しかし、これら

の排水機場の機能は、秋の収穫期をはじめ水田が長期間
にわたって湛水し、米の収穫が大幅に低下することを防
ぐため、地主によって建設された小規模なものでした。排
水機は、出崎式排水車と呼ばれる回転軸に数枚の羽根を
取付けた水車を石炭火力による蒸気機関で回転させて
いました。排水車は、明治３９年(１９０６)頃になると
渦巻ポンプに改良され、現在ではその姿を見ることが出
来ません。

現存する我が国最古の排水機

木曽川水系から少
し外れますが愛知県飛
島村の大宝新田に、現
存する我が国最古の排
水機場があります。明
治３８年（１９０５）
にドイツから大型渦巻ポンプ２台を輸入して建設され
ました。原動機は、当初は蒸気機関で動き、昭和１７年
（１９４２）に電動機に取替えられました。昭和４５年
（１９７０）にその使命を終え、大宝排水機保存館として
保存されています。
因みに、この排水機場の土木構造物の設計は、明治改
修を担当し木曽川と長良川を結ぶ通船路「船頭平閘門」
を設計した内務技師青木良三郎によるものです。
河川改修の進捗により洪水による耕地への氾濫が防
止されると、耕地整理が各地で進められ排水機場も大型
化し、常時排水によって耕地が乾田化して二毛作が可能
になるなど農業生産効率が飛躍的に増大しました。
しかし、一方では土地利用の変化により低平地の宅地
化、また、これらを結ぶ道路網の浸水被害防止など新たな
課題がでてきました。

内水対策としての排水機場誕生

昭和３４年９月の伊勢湾台風では、殆どの輪中が内水
氾濫のため長期間にわたり湛水し、家屋の浸水や道路網
の浸水途絶などにより洪水氾濫に匹敵する被害が発生
し、さらに昭和３６年（１９６１）６月梅雨前線豪雨にお
いても同様な現象が出現しました。
このため、これらの被害を軽減するため国直轄によ
る内水対策として、昭和３７年度から犀川・水門川排水
機場が着工され、昭和４８年（１９７３）３月には、高須
輪中の内水対策として高須排水機場の建設が着工され
るなど多くの排水機場が建設され低平地の生活環境を
守っています。

◆内水氾濫（ないすいはんらん）
　洪水時に本川の水位が支川の水位より高くなると、本川の水が逆流するのを防ぐため
に樋門等のゲートを閉めます。このため支川の流水は本川に排水出来なくなり、堤内地
側で氾濫が生じる場合があります。このような現象を内水氾濫といいます。
◆外水氾濫（がいすいはんらん）
　洪水流が堤防のない場所や堤防を越えて堤内地へ氾濫することをいいます。　　

大宝排水機場

高須輪中排水機場

揖斐川最下流の城南排水機場

今号の一景
排水機場




